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タブレット端末の整備状況
小学校（台） 中学校（台） 合計（台）

学習者用タブレット端末（LTE型iPad） 3,052 2,670 5,722
学習者用タブレット端末（Wi-Fi型
iPad）

13,208 5,793 19,001

学習者用タブレット端末合計 16,260 8,463 24,723
教授用タブレット端末 1,572
タブレット端末合計 26,295

小学校タブレット端末

外付けキーボード
※ 中学年以上 中学校タブレット端末 教授用タブレット端末



授業での端末の主な活用

読むことが苦手なため、音声を
聞いて問題に取り組む。

算数（特別支援学級）体 育 科

運動の様子を録画し、自分の動
きを振り返り、改善に生かす。

授業でのＩＣＴ活用状況

社 会 科

ロイロノートを活用し、友達の
学習カードを見ながら取り組む。



授業支援アプリ(ロイロノート・スクール)の活用

学んだことをカードでつなぎ、
学習を体系化する。

学習カードの提出機能を活用し、
多様な考えの共有と意見交流を
行う。

教師が手作りした豆テストを
行い、採点機能で正答を確認
する。

授業でのＩＣＴ活用状況



授業支援アプリ(ロイロノート・スクール)の活用

作成したカードをつなげて、プ
レゼンテーションを行う。
（SDGs発表会にて）

シンキングツールを活用し思
考を整理する。

根拠を明確にするために、実
験結果を写真付きでまとる。

授業でのＩＣＴ活用状況



ＩＣＴの効果的な活用

生徒会立会演説会の様子をリモー
トで各クラスに配信する。

キーボードをタブレット端末に接
続して、タイピングの練習を行う。

音楽アプリを活用して、リズ
ムをとる練習を行う。

授業でのＩＣＴ活用状況



ロボット型教材の活用

プログラミングしたロボットで
ゴールをめざす様子

友達と一緒に命令の内容を考え
る様子

プログラミング学習 授業の実際

相談しながら試行錯誤する様子



学習教材・デジタル新聞の活用

クラウド型教科ドリル・デジタル新聞の実証研究

朝の学力向上タイム・家庭学習等
での活用

算数の授業の適用問題として活用
（個の学びの進度に応じた取組）

タブレット新聞の活用（朝の学
習・授業等での活用）



端末を持ち帰っての効果的な活用を目指して

クラウド型教科ドリルを活用し
た宿題の配信

夏休み中に持ち帰らせてのオン
ライン学級活動

タブレット端末持ち帰り実証研究

オンラインによる数学の質問会



郡山市教職員研修

研修会 研修の内容

教科教育研修

算数・数学科、英語科等の教科教育講座にお
いて、文部科学省の調査官等に各教科におけ
るICT機器の効果的な活用事例等についても、
お話しいただいている。

情報モラル教育講座
1人１台端末の活用を含めて、SNS等による
ネットトラブルの実態やトラブル防止につい
て、事例や演習を通して研修を行っている。

プログラミング教育講
座

小・中学校におけるプログラミング教育の捉
え方や資質・能力の育成について、実践事例
等をとおして研修を行っている。

教員のＩＣＴ活用指導力



教員のＩＣＴ活用指導力

ＩＣＴの授業活用研修会

研修会 研修のスタイル

各学校における
校内研修会

各学校で企画・運営する研修会で、情報教育担当教
員やＩＣＴ支援員等が講師となって行う。

ＩＣＴ活用授業
づくり学習会

教育研修センターが企画・運営する研修会で、指導
主事や外部の専門家が講師となって行う。
（R３：8回実施）

ＩＣＴ出前講座
教育研修センター指導主事が要望のあった学校へ出
向いて行う研修会（R２：30回、R３.11時点：20回）

自主団体による
ＩＣＴ活用研修会

小学校教育研究会や中学校教育研究会等の各部会の
企画・運営による研修会で、指導主事や外部の専門
家が講師となって行う。



教員のＩＣＴ活用指導力
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教材研究・評価・校務など

にＩＣＴを活用する能力

授業中にＩＣＴを活用して

指導する能力

児童生徒のＩＣＴ活用を指

導する能力

情報活用の基礎となる知識

や態度を指導する能力

研修の受講状況

郡山市

全国

教員のICT活用指導力の状況（文部科学省令和３年３月調査）

郡山市 全国

教材研究・評価・校務など
にＩＣＴを活用する能力

94.1 86.3

授業中にＩＣＴを活用して
指導する能力

86.2 70.2

児童生徒のＩＣＴ活用を指
導する能力

86.4 72.9

情報活用の基礎となる知識
について態度を指導する能
力

92.4 83.3

ＩＣＴ研修の受講状況（受
講した割合）

76.5 63.8

※全教員の自己評価による調査
※調査項目に「できる」「ややできる」と回答
した割合［％］



タブレット端末利用に伴う課題

児童生徒の安全な利用に向けて

管理・運用方法 内容

フィルタリング設定 ・ ＳＮＳやチャットの利用不可
・ 不適切サイトのブロック

ＩＤ･パスワードの管理 ・ 授業支援アプリへの複雑なパスワー
ド設定による不正ログイン防止
・ 小学校低学年からのＩＤ･パスワード
管理指導

ＭＤＭによる管理
(モバイルデバイス管理)

・ アクセスログの保存
（生徒指導上の問題発生時に早期対応）
・ アプリインストールの制限
（教育研修センターでの一括管理）



情報モラル教育の充実

児童生徒の安全な利用に向けて

方法 内容

教職員研修
の充実

・ 情報モラル教育講座
：静岡大学 准教授 塩田 真吾 氏

・ 情報教育担当者研修会
・ タブレット端末管理・運用研修会

教育課程へ
の位置づけ

・ 道徳科において各学年１時間ずつ位置づけ
・ 情報モラル教育年間指導計画作成（各教科
との関連重視）
・ 児童生徒対象の情報モラル講習会の実施

等



情報モラル教育

児童生徒の安全な利用に向けて

これまでの情報モラル教育
・「トラブル事例の紹介」
・「危険性の啓発」

これからの情報モラル教育

写真を公開するリスクについて考え議論する教材
郡山市教職員研修「情報モラル教育講座」資料

端末利用のルールを話し合う教材
文部科学省 GIGA StuDX Style

当事者としての自覚を持ち
にくいという課題がある

「考え議論する情報モラル」

情報モラルの問題を自分事と
して自覚させる指導



保護者への理解

児童生徒の安全な利用に向けて

個人にタブレットを配
当時に、右のようなタブ
レット端末利用確認書に
より、児童生徒と保護者
から確認サインをもらう
ようにしています
※教育委員会でアクセス
履歴を確認する場合があ
ることへの同意も含みま
す。



タブレット端末の管理と紛失対策

児童生徒の安全な利用に向けて

返却されていない端末が一目
でわかるように保管する

タブレット端末使用者の固定と、管
理簿の作成

学習内容のクラウド
への保存

紛失時には、MDM
により端末をロッ
クし、位置情報を
確認する。



児童生徒の健康面への配慮

児童生徒の安全な利用に向けて

明るさ 姿勢 時間

項目 教員用のチェック内容

明るさ □ 照明を点け、十分な明るさを確保していますか。
□ 状況に応じてカーテンを閉める等、画面への光
の反射を防止していますか。

姿勢 □ 児童生徒に、正しい姿勢を指導していますか。
□ 発表やグループ作業をするなど、同じ姿勢を
長時間続けないよう工夫していますか。
□ 使わない教材や教具を随時片付け、机の広さ
を確保するように指導していますか。

時間 □ 児童生徒が長時間、画面を見続けないように
工夫していますか。
□ 継続して画面を見る場合は、30分に１回は、

20秒以上、画面から目を離して、遠くを見るなど
して目を休めるように指導していますか。
□ 就寝１時間前からは ICT 機器の利用を控える
ように指導していますか。

参考 文部科学省（2021）『端末利用に当たっての児童生徒の健康への配慮等に関する啓発リーフレット』



児童生徒の安全な利用に向けて

児童生徒の健康面への配慮



日常の健康観察のポイントと健康への意識の醸成

児童生徒の安全な利用に向けて

・目をタブレットPC に近づけて、作業をしている。
・目をこすりがち。（ドライアイで目が疲れている）
・目が充血している。

日常の健康観察のポイント

子どもは大人よりも目の疲れに気付きにく
いため、日常の観察が必要となる。以下の様
子が見られる場合は、画面の見えにくさによ
る目の疲労が影響している可能性がある。

健康への意識の醸成

学校 家庭

児童生徒の自らの健康につい
て自覚をうながす

リテラシーとして習得できるようにする
・ ICTを利用する時間を決める
・ ときどき遠くを見て目を休める
・ 目が乾かないように意識的にまばたきをする 等


